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事 業 報 告
　
業務の適正を確保するための体制の整備に関する事項
（１）業務の適正を確保するための体制
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

　
① 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制
イ．当社グループは、取締役及び使用人の法令遵守の意識を高めるため、「コンプライアン
ス規程」を制定し、適宜法令教育その他職務に応じた研修等を行うことにより、高い倫
理観の醸成に努める。当社グループ全ての取締役及び従業員は、企業の社会的責任を深
く自覚し、日常の職務において、関係法令を遵守し、社会倫理に適合した行動を実践す
るよう努めることとする。

ロ．当社グループは、代表取締役社長が内部監査室長を内部監査責任者として指名し、当社
及び子会社に対する内部監査を実施することにより、職務の執行が法令、定款及び社内
規程に準拠して行われているかを検証する。

ハ．当社グループは、内部通報制度を構築し、運用することにより、法令、定款及び社内規
程に違反する行為を早期に発見し、適切かつ迅速に対応する。

　
② 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ．当社は、取締役会等の重要な会議の議事録等、取締役の職務の執行に係る情報は、文書
化（電磁的記録を含む）のうえ、経営判断等に用いた関連資料と共に保存する。

ロ．当社は、文書管理に関する主管部門を置き、管理対象文書とその保管部署、保存期間及
び管理方法等を「文書管理規程」に定める。

ハ．取締役の職務の執行に係る情報は、取締役又は監査等委員からの要請があった場合に備
え、閲覧可能な状態を維持し、文書管理規程に基づき適切に管理する。

ニ．当社は、機密情報、個人情報については、法令及び機密文書管理規程、特定個人情報取
扱規程に基づき厳格かつ適切に管理する。

　
③ 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　当社は、「リスク管理規程」を制定し、リスク管理主管部署を定めるとともに、事業遂行
に関わるリスクについて、リスクを識別し、リスクの回避、軽減及び移転その他必要な措置
を講ずる。
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④ 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われていることを確保するための体制
イ．当社は、定時取締役会を毎月１回開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、

事業上の重要な意思決定及び業務執行の監督・確認を行う。また、必要に応じて経営会
議を開催し、社内規程で定められた決裁権限に従って迅速かつ機動的な意思決定を行
う。

ロ．当社は、取締役会の決定に基づく職務の執行を効率的に行うため、「職務権限規程」「業
務分掌規程」等の社内規程を定め、権限及び責任の明確化を図る。
　

⑤ 当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．当社並びに子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するために、当社の子会
社管理を担当する経営企画室は、「関係会社管理規程」に基づいて子会社の状況に応じ
て必要な管理を行う。

ロ．内部監査室は、当社の子会社管理状況及び子会社の業務活動について内部監査を実施す
る。

　
⑥ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項
イ．当社は、監査等委員会の職務を補助するため、監査等委員の求めに応じて監査等委員を
補助すべき使用人を配置し、監査等委員会の職務を補助すべき取締役は置かない。

ロ．監査等委員は、監査等委員を補助すべき使用人に対して監査に必要な事項を指示するこ
とができる。

⑦ 当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除
く。）からの独立性及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
イ．監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、監査等委員会の業務を補助するに際しては
監査等委員会のその指揮・命令に従う。

ロ．当該使用人の人事異動については、監査等委員会の意見を尊重する。

⑧ 当社の監査等委員会への報告に関する体制
イ．監査等委員は、取締役会、その他の重要な会議に出席し、取締役及び使用人から説明を
受けることができるものとする。

ロ．監査等委員は、稟議書等の重要な書類その他の書類を閲覧し、必要に応じて取締役及び
使用人に説明を求めることができるものとする。
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ハ．取締役及び使用人は、会社の経営又は業績に重大な影響を及ぼす恐れのある事実につい
ては、随時監査等委員会に報告しなければならないものとする。

ニ．当社グループ（当社及び子会社をいう。以下同じ）の取締役及び使用人は、法令等の違
反行為等、当社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実については、発見次第、直ちに当
社の監査等委員会に対して報告を行うこととする。

ホ．当社グループの内部通報制度の担当部署は、当社グループの役員及び使用人からの内部
通報の状況について、定期的に当社の監査等委員会に対して報告を行う。

　
⑨ 当社の監査等委員会に報告した者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受けな
いことを確保するための体制
当社は、監査等委員会へ報告を行った内容及び報告の事実は秘密として扱われ、報告者
が、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いをしないことを規程にて明確化し、社内
の取締役及び使用人に周知徹底する。

　
⑩ 当社の監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当該職
務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員会がその職務の執行について当社に対して会社法第399条の２第４項に基づく
費用の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用又は
債務が当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかにこれに
応じるものとする。
　

⑪ その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．監査等委員会は、取締役と定期的に会合を持ち、会社が対処すべき課題、監査等委員会

の環境整備の状況、監査等委員会の監査上の重要課題等について意見を交換し、相互の
意思疎通を図る。

ロ．監査等委員会は、監査に必要な事項について取締役に対して報告を求めることができる
ものとし、必要に応じて取締役に対して是正を要求することができるものとする。

ハ．監査等委員会は、内部監査室と緊密な連携を保つとともに、必要に応じて内部監査室に
調査を求めることができる。

ニ．監査等委員会は、必要に応じ、弁護士、公認会計士、税理士その他の社外の専門家に意
見を求めることができる。
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（２）業務の適正を確保するための体制の運用の状況
① コンプライアンスへの取組の状況
当社は、コンプライアンス規程及び内部通報規程を社内イントラネットに掲載して、役職

員に対して周知及び教育を実施しております。
　
② 情報の保存及び管理に関する取組の状況
株主総会、取締役会、その他の重要な会議の議事録、稟議書等職務の執行に係る重要な文
書等は、法令及び社内規程に従い、適切に管理しております。

　
③ 職務執行の効率性の確保に関する取組の状況
イ．取締役会を毎月開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、重要事項に関する
迅速な意思決定、効率的な職務の執行を行っております。

ロ．取締役会の実効性を高め、取締役がその監督機能を十分に果たすことができるよう、
毎月、取締役会開催数日前に各取締役を対象とした上程議案に関する事前説明を実施し
ております。

　
④ 監査等委員会の監査の実効性の確保に関する取組の状況
イ．監査等委員は、取締役会開催数日前に上程議案に関する事前説明を受けた上で、取締役

として取締役会の決議に加わるとともに、重要な意思決定のプロセスや業務執行状況の
把握のため、その他重要会議にも出席をしております。

ロ．監査等委員会は、毎月開催するほか、必要に応じて臨時監査等委員会を開催し、監査方
針及び計画の決定、取締役の業務執行の監査等を実施しております。

ハ．監査等委員は、定期的に代表取締役との間で定期的な会合、意見交換を実施しておりま
す。

ニ．監査等委員は、会計監査人及び内部監査室との間で監査における状況または課題につい
て定期的な会合、意見交換を実施しております。

　
⑤ 内部監査に関する取組の状況
イ．内部監査室は、当社及び子会社の法令、定款、社内規程等に従い当社及び子会社の業務
遂行が適正に実施されているか監査を実施しております。

ロ．内部監査室は、内部監査を実施した結果について内部監査報告書を作成し代表取締役に
報告をしております。

ハ．内部監査室は、定期的に会計監査人及び監査等委員会に内部監査の結果について会合、
意見交換を実施しております。
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連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
　

〔2020
2021

年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
　

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 2,651,163 3,170,411 △791,310 △322,213 4,708,049

当連結会計年度変動額

新株の発行 897,136 897,136 1,794,272
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動 △309,844 △309,844
親会社株主に帰属する
当期純利益 580,465 580,465

自己株式の取得 △1,420 △1,420
株主資本以外の項目の当連結会計
年度変動額(純額) -

当連結会計年度変動額合計 897,136 587,291 580,465 △1,420 2,063,472

当連結会計年度末残高 3,548,299 3,757,702 △210,845 △323,633 6,771,522
　

その他の包括利益累計額
新株
予約権

非支配
株主持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当連結会計年度期首残高 17,433 △130,310 △112,876 3,041 1,758,492 6,356,708

当連結会計年度変動額

新株の発行 1,794,272
非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動 △309,844
親会社株主に帰属する
当期純利益 580,465

自己株式の取得 △1,420
株主資本以外の項目の当連結会計
年度変動額(純額) 1,771 137,345 139,117 2,930 △705,678 △563,631

当連結会計年度変動額合計 1,771 137,345 139,117 2,930 △705,678 1,499,841

当連結会計年度末残高 19,205 7,035 26,241 5,972 1,052,813 7,856,549
　
　(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1) 連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 31社
・主要な連結子会社の名称
　

会 社 名
FREAKOUT PTE.LTD.
PT. FreakOut dewina Indonesia
株式会社フリークアウト
adGeek Marketing Consulting Co.,Ltd.
本田商事株式会社
FreakOut China Co., Ltd.
Playwire,LLC
当連結会計年度において、株式会社インティメート・マージャー及び株式会社デジタ
リフトは、株式の一部売却により、連結子会社から持分法適用関連会社に変更しており
ます。

② 非連結子会社の状況
・非連結子会社の数 ２社
・主要な非連結子会社の名称

会 社 名
株式会社ストアギーク

・連結の範囲から除いた理由
小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持
分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結
の範囲から除いております。
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(2) 持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 ８社
・主要な会社等の名称

会 社 名
株式会社IRIS
株式会社インティメート・マージャー
株式会社デジタリフト

② 持分法を適用していない非連結子会社又は関連会社の状況
・主要な会社等の名称

会 社 名 種 類
株式会社ストアギーク 非連結子会社

・持分法を適用しない理由
当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連

結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、持分法の適用から除外しております。
③ 持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項
　決算期の異なる持分法適用会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく
計算書類を使用しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
決算期の異なる子会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を
使用しております。
(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
その他有価証券（営業投資有価証券含む）
時価のないもの
　移動平均法による原価法を採用しております。
　なお、投資事業組合への出資持分については、組合の直近の決算報告書を基礎とし、
持分相当額を純額で取り込む方法によっております。
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。ただし、建物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物 ・・・15～18年
工具、器具及び備品・・・４～15年

ロ．無形固定資産
自社利用のソフトウェア
　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
顧客関連資産
対価の算定根拠となった将来の収益獲得期間（13年）に基づく定額法によっており
ます。
ハ．リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な繰延資産の処理方法
　 株式交付費
　 支出時に全額費用処理しております。

④ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金
債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念
債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており
ます。
ロ．賞与引当金
従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を
計上しております。
ハ．役員賞与引当金
連結子会社の役員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に

見合う分を計上しております。
ニ．関係会社整理損失引当金
関係会社の整理に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。
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⑤ 重要な外貨建の資産または負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損
益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為
替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額
は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

⑥ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
ロ．のれんの償却方法及び償却期間
のれんは、５～14年間で均等償却しております。

ハ．連結納税制度の適用
当社及び一部の国内連結子会社は、連結納税制度を適用しております。
ニ．連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(2020年法律

第８号)において創設されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行に
あわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ
通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」(実務対応報告第39号 2020
年３月31日)第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計
基準適用指針第28号 2018年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰
延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。

２．表示方法の変更に関する注記
(1) 「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年3月31日）
を当連結会計年度の年度末に係る連結計算書類から適用し、連結計算書類に重要な会計上の
見積りに関する注記を記載しております。

(2) 連結損益計算書
前連結会計年度において、独立掲記しておりました「特別損失」の「固定資産売却損」

（当連結会計年度247千円）は金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度において
は「特別損失」の「その他」に含めて表示しております。
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３．重要な会計上の見積りに関する注記
(1) 非上場株式等に係る評価
①当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

勘定科目 当連結会計年度

営業投資有価証券 667,119千円

投資有価証券 5,434,410千円
投資有価証券には、株式会社カンムに対する投資3,137,274千円が含まれております。

②識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、非上場企業に対して投資先企業の将来成長による超過収益力を見込ん
で、１株当たりの純資産額を基礎とした金額に比べ相当程度高い価額で投資を行っており
ます。このうち、非上場株式の評価にあたっては、当該株式の投資時の超過収益力を反映
した実質価額が著しく下落した時に、投資時における投資先企業の事業計画の達成状況等
を総合的に勘案して検討しております。
投資先の事業進捗の見通し等と実績に乖離が生じ超過収益力の毀損が認められた場合に
は、減損処理の実施により翌連結会計年度の連結計算書類に影響を及ぼす可能性がありま
す。
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４．未適用の会計基準等
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）
「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）
(1）概要
収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認
識されます。
ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。
ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。
(2）適用予定日
2022年９月期の期首より適用いたします。

(3）当該会計基準等の適用による影響
影響額は、当連結計算書類の作成時において評価中であります。

　５．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 662,771千円

　
(2) 当座貸越契約及びコミットメントライン契約
当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引金融機関と当座貸越契約
及びコミットメントライン契約を締結しております。この契約に基づく当連結会計年度末の
借入未実行残高は次の通りであります。

当座貸越契約及びコミットメントライン契約の総額 2,600,000千円
借入実行残高 1,692,700千円
　 差引額 907,300千円
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(3) シンジケートローン契約
当社の連結子会社である株式会社FOPWは、既存の金融機関からの借入金のリファイナ

ンスを行う目的として、みずほ銀行をアレンジャーとしたシンジケートローン契約を締結し
ております。なお、本契約には一定の財務制限条項が付されており、これらに抵触した場
合、期限の利益を喪失し、一括返済を求められる等、当社グループの業績及び財政状態に影
響を及ぼす可能性があります。
財務制限条項の主な内容は以下のとおりであります。

① 2019年９月末日に終了する本決算期及びそれ以降の各本決算期における当社の連結ベー
スでの経常利益及び当期利益がいずれも、２期連続赤字とならないこと。また、2019年12
月末日に終了する各簡易連結対象期間（注１）及びそれ以降の各簡易連結対象期間における
株式会社FOPWの簡易連結ベースでの経常利益及び当期利益がいずれも、２期連続赤字と
ならないこと。

② 2019年９月末日に終了する本決算期及びそれ以降の各本決算期における当社の連結ベー
スの貸借対照表上の純資産勘定を、前本決算期における当社の連結ベースの貸借対照表上の
純資産勘定の数値の75％以上の数値とすること。2019年12月末日に終了する簡易連結対
象期間及びそれ以降の各簡易連結対象期間における株式会社FOPWの簡易連結ベースの貸
借対照表上の純資産勘定を、それぞれ前簡易連結対象期間末日における株式会社FOPWの
簡易連結ベースの貸借対照表上の純資産勘定の数値の75％以上の数値とすること。

③ 2019年12月末日に終了する簡易連結対象期間及びそれ以降の各簡易連結対象期間（直近
12ヶ月）における株式会社FOPWの簡易連結ベースでのグロス・レバレッジ・レシオ（注
２）を、各簡易連結対象期間末に2.30～3.65以下に維持すること。

④ 2019年12月末日に終了する簡易連結対象期間及びそれ以降の各簡易連結対象期間（直近
12ヶ月）における株式会社FOPWの簡易連結ベースのデット・サービス・カバレッジ・レ
シオ（注３）を1.05以上に維持すること。
（注１）簡易連結対象期間 ： ９月決算である株式会社FOPWと、12月決算であ

る米国SPC及び対象会社を含む株式会社FOPWの連
結子会社の簡易連結財務書類を作成する際の対象期
間

（注２）グロス・レバレッジ・レシオ ： 有利子負債残高／EBITDA
（注３）デット・サービス・カバレッジ・レシオ ： フリー・キャッシュ・フロー／デット・サービス

（本貸付の元本約定返済額＋本貸付の支払利息）
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６．連結損益計算書に関する注記
(1) 関係会社株式売却益1,013,952千円の内容は、次のとおりであります。
　主に、当社の連結子会社であった株式会社インティメート・マージャーと株式会社デジタ
リフトの株式の売却益それぞれ654,046千円と316,573千円を計上したものです。

(2) 持分変動利益287,903千円の内容は、次のとおりであります。
　当社の持分法適用関連会社が、第三者割当増資を実施したことによるものです。

(3) 減損損失
　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 場所 金額（千円）

共用資産

建物
工具、器具及び備品
リース資産
ソフトウェア

その他(無形固定資産)

当社
（東京都港区） 30,122

その他 のれん Digitiv Co., Ltd.(タイ) 23,438
事業用資産 ソフトウェア SPICE LAB PTE., LTD.(タイ) 4,185
当社グループは、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分を基礎としたグルーピングをしてお
ります。
共用資産は、帳簿価額を管理会計上の区分を基礎として合理的な基準で配分し、減損の兆候が認められた

グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
その他は、連結子会社において、株式を取得した際に超過収益力を前提にしたのれんを計上しておりまし

たが、収益力及び今後の事業計画を再検討した結果、当初想定していた収益が見込めなくなったため、帳簿
価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
また、のれんの金額には、「連結財務諸表における資本連結手続に関する実務指針」（企業制度委員会報告

第７号 2014年11月28日）第32項の規定に基づくのれん償却額が含まれております。
事業用資産は、使用する見込みのないソフトウェアの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失として計上しております。
なお、回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込まれないこと

から備忘価額に基づき評価しております。
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　 (4) デリバティブ損失339,545千円の内容は、次のとおりであります。
　株式会社インティメート・マージャー株式の譲渡に伴う、同株式を対象とした株価変動に
係るデリバティブ契約（株価連動取引契約）に基づいて発生した損失額であります。

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

　

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

普通株式(株) 16,660,700 1,354,724 - 18,015,424
　 （変動事由の概要）

普通株式の増加数の内訳は、次のとおりです。
新株予約権行使による新株発行 1,354,724株

　
(2) 配当に関する事項
① 配当金支払額
該当事項はありません。
② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの
該当事項はありません。
　

(3) 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないもの
を除く。）の目的となる株式の種類及び数
普通株式 1,243,354株
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８．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については、安全性の高い金融資産を余資運用し、投機的な
取引は行わない方針であります。運転資金及び設備投資資金に関しては、主に銀行借入、
新株発行及び社債発行により必要な資金を調達しております。
② 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金、未収入金は、顧客の信用リスクに晒されておりま
す。営業投資有価証券及び投資有価証券は、取引先企業との業務または資本提携等に関連
する株式等であり、発行体の信用リスクに晒されております。敷金及び保証金は、本社オ
フィス等の賃貸借契約に伴うものであり、差入先の信用リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金、未払金は１年以内の支払期日であります。また、営業債務であ
る買掛金は支払期日に支払を実行できなくなる流動性リスクに晒されております。
　借入金及び社債は、連結子会社の運転資金の調達及び資本・業務提携への充当を目的と
したものであります。
③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社は、営業債権について、与信管理規程に基づき、取引先の状況を定期的に確認し、
取引相手先ごとに財務状況等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
連結子会社についても、同様の管理を行っております。
営業投資有価証券及び投資有価証券については、定期的に発行体（取引先企業）の財務
状況等を把握する等の方法によりリスクの軽減を図っております。
営業債務については、月次単位での支払予定を把握する等の方法によりリスクの軽減を
図っております。
ロ．資金調達に係る流動性リスクの管理
当社は、各部署からの報告に基づき経営管理部が毎月資金繰計画を作成、日々更新する
ことにより、流動性のリスクを管理しております。連結子会社についても、当社に準じ
て、同様の管理を行っております。
④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には、合理的
に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで
いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがありま
す。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項
2021年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の
とおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含
めておりません。((注)２．参照）

　

連結貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

(1) 現金及び預金 5,996,667 5,996,667 -
(2) 受取手形及び売掛金 5,060,553 - -
(3) 未収入金 159,528 - -
　 貸倒引当金(*1) △125,863 - -

5,094,218 5,094,218 -
(4) 投資有価証券(*2) 681,804 3,326,006 2,644,202

資産計 11,772,690 14,416,893 2,644,202
(1) 買掛金 3,879,667 3,879,667 -
(2) 未払金 370,486 370,486 -
(3) 短期借入金 2,128,153 2,128,153 -
(4) 長期借入金
　（１年内返済予定の長期借入金含む） 3,630,543 3,619,376 △11,166

負債計 10,008,851 9,997,685 △11,166
　

(*1) 受取手形及び売掛金、未収入金に係る貸倒引当金を控除しております。
(*2) 投資有価証券には、持分法適用会社の上場関連会社株式を含めており、差額は当該株式の時価評価に

よるものであります。
　

（注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項
資 産
(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、(3) 未収入金
これらはすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっ
ております。
(4) 投資有価証券
この時価について、株式は取引所の価格によっております。

負 債
(1) 買掛金、(2) 未払金、(3) 短期借入金
これらはすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっ
ております。
(4) 長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）
この時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引い
た現在価値により算定しております。
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（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額
（単位：千円）

区分 連結貸借対照表計上額
（2021年９月30日）

営業投資有価証券 667,119
　非上場株式等 667,119
投資有価証券 4,752,606
　非上場株式等 4,645,055
　投資事業組合への出資持分 107,550
敷金及び保証金 236,765
転換社債型新株予約権付社債 1,500,000

　

営業投資有価証券、投資有価証券の非上場株式及び投資事業組合への出資持分については、市場価格が
なく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認
められることから、「資産 (4) 投資有価証券」には含めておりません。
将来の償還予定時期が合理的に見込めない敷金及び保証金は、将来キャッシュ・フローを見積もること

などができず、時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開示の対象とはしておりま
せん。
転換社債型新株予約権付社債については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認めら
れることから、時価開示の対象とはしておりません。

　

（注）３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現金及び預金 5,996,667 - - -
受取手形及び売掛金 5,060,553 - - -
未収入金 159,528 - - -

合計 11,216,750 - - -
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（注）４．長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）、転換社債型新株予約権付社債の連結決算日後の返
済予定額

　 （単位：千円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

長期借入金
(１年内返済予定の
長期借入金含む)

703,276 751,670 1,411,760 282,379 97,996 383,462

転換社債型新株予
約権付社債 - 1,500,000 - - - -

合計 703,276 2,251,670 1,411,760 282,379 97,996 383,462
　

　
９．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たりの純資産額 380円40銭
(2) １株当たりの当期純利益 34円51銭
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
　

〔2020
2021

年
年
10
９
月
月
１
30
日から
日まで〕

（単位：千円）
　

株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越
利益剰余金

当 期 首 残 高 2,651,163 1,831,163 800,000 2,631,163 △818,406 △818,406

当 期 変 動 額

新株の発行 897,136 897,136 897,136

当期純損失(△) △229,131 △229,131

自己株式の取得
株主資本以外の項目の当期
変動額(純額)

当期変動額合計 897,136 897,136 - 897,136 △229,131 △229,131

当 期 末 残 高 3,548,299 2,728,299 800,000 3,528,299 △1,047,538 △1,047,538
　

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △322,213 4,141,705 △1,523 △1,523 3,041 4,143,223

当 期 変 動 額

新株の発行 1,794,272 1,794,272

当期純損失(△) △229,131 △229,131

自己株式の取得 △1,420 △1,420 △1,420
株主資本以外の項目の当期
変動額(純額) △20 △20 2,930 2,909

当期変動額合計 △1,420 1,563,720 △20 △20 2,930 1,566,629

当 期 末 残 高 △323,633 5,705,425 △1,544 △1,544 5,972 5,709,853
　
(注)記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
　
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
　(1) 資産の評価基準及び評価方法
有価証券の評価基準及び評価方法
① 子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。
② その他有価証券（営業投資有価証券含む）
時価のないもの
　移動平均法による原価法を採用しております。
　なお、投資事業組合への出資持分については、組合の直近の決算報告書を基礎とし、持
分相当額を純額で取り込む方法によっております。

　
　(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法を採用しております。ただし、建物については定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物 ・・・15～18年
工具、器具及び備品・・・４～15年

② 無形固定資産
自社利用のソフトウェア
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　(3) 重要な繰延資産の処理方法
　 株式交付費
　 支出時に全額費用処理しております。
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　(4) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金
　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念
債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており
ます。
② 賞与引当金
　従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上
しております。
③ 関係会社整理損失引当金
　関係会社の整理に伴う損失に備えるため、将来の損失見込額を計上しております。

　(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① 消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
② 連結納税制度の適用
　当社は、連結納税制度を適用しております。
③ 連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
　当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(2020年法律第８号)において創設された
グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直
しが行われた項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効
果会計の適用に関する取扱い」(実務対応報告第39号 2020年３月31日)第３項の取扱い
により、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第28号 2018
年２月16日)第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改
正前の税法の規定に基づいております。

２．表示方法の変更に関する注記
（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当

事業年度の年度末に係る計算書類から適用し、計算書類に重要な会計上の見積りに関する注記を
記載しております。
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３．重要な会計上の見積りに関する注記
　(1) 非上場株式等に係る評価
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

勘定科目 当事業年度

営業投資有価証券 324,901千円

投資有価証券 3,328,100千円
投資有価証券には、株式会社カンムに対する投資3,137,274千円が含まれております。

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。

　(2) 債権の回収可能性の評価（貸倒引当金）
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

勘定科目 当事業年度

短期貸付金 1,514,945千円

貸倒引当金（流動） △325,609千円

長期貸付金 1,909,197千円

貸倒引当金（固定） △581,867千円

② 識別項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　貸付金の評価及び貸倒引当金の計上は、貸付金の貸倒れに備えるため、債務者の経営状態
に応じて債権の区分を行い、その債権区分に応じてそれぞれ回収可能見込額を見積り計上し
ております。回収不能見込額の見積りは、相手先ごとの滞留状況及び財政状態を基に行って
おります。
　当該見積りは、相手先の財政状態の悪化等により影響を受ける可能性があり、見積額と実
際の回収不能額との間に重要な乖離が生じる場合には貸倒引当金の追加計上または貸倒引当
金を上回る貸倒損失が発生し、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える可能性がありま
す。
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４．貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 49,781千円

　
　(2) 保証債務及び手形遡求債務等

以下の関係会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。
株式会社FOPW 1,475,000千円
株式会社adGeek 205,000千円
株式会社IRIS Networks 100,000千円
また、上記のほか以下の関係会社の仕入先からの仕入債務の一部に対し債務保証を行って
おります。
本田商事株式会社 50,000千円
Playwire LLC. 2,909千円

　(3) 担保に供している資産及び担保に係る債務
担保に供している資産は次のとおりであります。
関係会社株式 1,010,000千円

（注）担保に供している資産は、子会社の金融機関からの借入1,475,000千円に対するものであります。

　(4) 関係会社に対する金銭債権、金銭債務
① 短期金銭債権 1,600,090千円
② 短期金銭債務 290,099千円
③ 長期金銭債権 1,955,177千円
④ 長期金銭債務 190,000千円
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５．損益計算書に関する注記
　(1) 関係会社との取引高

営業取引（収入分） 456,709千円
営業取引（支出分） 109千円
営業取引以外の取引高（収入分） 56,010千円
営業取引以外の取引高（支出分） 9,749千円

　
　(2) 関係会社株式売却益

当社の連結子会社であった株式会社インティメート・マージャーと株式会社デジタリフ
トの株式の売却益それぞれ819,427千円と344,922千円を計上したものです。

　(3) 減損損失
当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。
用途 種類 場所 金額（千円）

共用資産

建物
工具、器具及び備品
リース資産
ソフトウェア

その他(無形固定資産)

東京都港区 57,277

当社は、継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分を基礎としたグルーピングをしております。
共用資産は、当社の営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなる見込みであるため、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。
なお、回収可能価額は使用価値により算定し、将来キャッシュフローが見込めないことから、備忘価額に

基づき評価しております。

　(4) デリバティブ損失
株式会社インティメート・マージャー株式の譲渡に伴う、同株式を対象とした株価変動
に係るデリバティブ契約（株価連動取引契約）に基づいて発生した損失額であります。

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数
普通株式 145,184株
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
　資産除去債務 11,671千円
　投資有価証券評価損 161,684千円
　関係会社株式評価損 1,075,369千円
　関係会社整理損失引当金 45,870千円
　減損損失 33,551千円
　貸倒引当金 288,270千円
　貸倒損失 7,784千円
　賞与引当金 6,648千円
　繰越欠損金 230,571千円
　その他 15,731千円
　繰延税金資産小計 1,877,153千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注２） △230,571千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,646,582千円
　評価性引当額小計（注１） △1,877,153千円
繰延税金資産合計 ー 千円
繰延税金負債
　資産除去債務に対応する除去費用 6,451千円
繰延税金負債合計 6,451千円
繰延税金負債の純額 6,451千円

　

（注）１．評価性引当額が前事業年度より119,396千円増加しております。この増加の主な内容は貸倒
引当金が194,519千円増加したことによるものであります。

２．税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
（単位：千円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超 合計

税務上の繰越欠損金
（a） ― ― ― ― ― 230,571 230,571

評価性引当額 ― ― ― ― ― △230,571 △230,571

繰延税金資産 ― ― ― ― ― ― ―

（a）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。
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８．関連当事者との取引に関する注記
　(1) 当社の子会社及び関連会社
　

種類 会社等の名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社 FreakOut Pte.Ltd. 所有直接100％
資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１.２. ―

短期貸付金
（注）６． 386,688

長期貸付金
（注）６． 1,396,510

利息の受取
（注）１. 26,600

流動資産
「その他」
(未収利息)
（注）６．

13,538

投資その他
の資産
「その他」
(長期未収
利息)

（注）６．

32,872
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種類 会社等の名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社
FreakOut
（Thailand)Co.,Ltd. 所有間接99％ 資金の援助

資金の貸付
（注）１.２. ―

短期貸付金
（注）６．

42,000

長期貸付金
（注）６．

141,372

利息の受取
（注）１. 2,380

流動資産
「その他」
(未収利息)
（注）６．

2,449

投資その他
の資産
「その他」
（長期未収
利息）
（注）６．

5,585

子会社 株式会社フリーク
アウト

所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任
経営指導等

人件費及び
経費の立替
（注）３.

339,850

未収入金 92,670
経営指導料
等の受取
（注）４.

352,898

資金の借入
（注）１． 190,000 長期借入金 190,000
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種類 会社等の名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社 株式会社adGeek
所有
直接
66.7％

資金の援助
役員の兼任

資金の回収
（注）１. 44,475 短期貸付金

（注）６．
293,524資金の貸付

（注）１. 60,000

債務保証
（注）５． 205,000 ― ―

利息の受取
（注）１. 4,721

流動資産
「その他」
(未収利息)
（注）６．

4,582

子会社 本田商事株式会社 所有
直接100％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１. 100,000

短期貸付金 150,000資金の回収
（注）１. 150,000

人件費及び
経費の立替
（注）３.

98,398 未収入金 96,822

利息の受取
（注）１. 4,927

流動資産
「その他」
(未収利息)

1,473

子会社 株式会社FOJT 所有
直接100%

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１． 55,000 長期貸付金

（注）６．
345,000

利息の受取
（注）１． 3,208

投資その他
の資産
「その他」
（長期未収
利息）
（注）６．

5,756

子会社 Playwire, LLC 所有
間接75％

資金の援助
役員の兼任

資金の貸付
（注）１.２． ー 短期貸付金 414,803

利息の受取
（注）１. 9,991

流動資産
「その他」
(未収利息)

15,847
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種類 会社等の名称

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(千円) 科目 期末残高
(千円)

子会社 株式会社FOPW 所有
直接100%

資金の援助
役員の兼任

債務保証
（注）５． 1,475,000 ― ―

子会社 株式会社FOCF 所有
直接100%

資金の援助
役員の兼任

資金の返済
（注）１．

150,000 短期借入金 ―

資金の借入
（注）１．

156,261
１年内返済
予定の長期
借入金

156,261

利息の支払
（注）１．

7,057 未払費用 652

関連
会社 株式会社IRIS 所有

直接49％ 資金の援助

資金の回収
（注）１. 250,000 短期貸付金 ―

利息の受取
（注）１. 205

流動資産
「その他」
(未収利息)

―

　

（注）１．資金の貸付及び借入については、市場金利を勘案して決定しております。
２．上記の取引金額には為替差損益は含まれておらず、期末残高には為替差損益が含まれております。
３．人件費及び経費の立替は、主に人件費等の支払いを当社が立替したことによるものであります。な

お、人件費及び経費は実費相当であります。
４．経営指導料等の取り決めについては、業務内容を勘案の上、各社と協議の上決定しております。
５．債務保証については、運転資金等として金融機関からの融資に対して保証を行ったものであり、保証

料の受領はしておりません。
６．貸付金等に対して貸倒引当金を685,134千円計上しております。また、当事業年度において、貸倒引
当金繰入額を630,494千円計上しております。

７．取引金額には消費税等は含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれております。

９．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たりの純資産額 319円18銭
(2) １株当たりの当期純損失(△) △13円62銭
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